
東洋製罐グループ 社会・環境報告書東洋製罐グループ 社会・環境報告書01 02東洋製罐グループ 社会・環境報告書東洋製罐グループ 社会・環境報告書

容器包装を通じて社会や環境に貢献します

報告書の要件
1．報告の対象範囲
　東洋製罐（株）の活動を基本に、一部の報告では東洋製罐グループ全体、あるいはグループ会社の活動についても取り上げ、ご紹介しています。
2．対象期間：2008年4月1日～2009年3月31日（一部2009年6月までの情報も含まれます）
3．対象分野：社会、環境
4．発行日：2009年7月
5．次回発行予定：2010年7月
6．作成部署および連絡先：東洋製罐（株）　資材・環境本部　環境部　
　〒100-8522　東京都千代田区内幸町1-3-1（幸ビル）
　tel : 03-3508-2158　fax : 03-3503-5418
　東洋製罐ホームページ
　URL : http://www.toyo-seikan.co.jp

本報告書は環境省「環境報告ガイドライン2007」とGRI「サスティナビリティ・レポーティング ガイドライン2006」を参考に作成しています。

「社会・環境報告書２００９」編集方針
　本報告書は、東洋製罐グループが重要と考えている事項やその推進方法、活動事例などをわかりやすくお伝えすることを目的として作成しています。作成においては、社
内外アンケートの結果やステークホルダー・ミーティング、社内読書会などでいただいた多くの意見をもとに報告内容の選定を行いました。当社グループとグループにかかわ
りのある方々とをつなぐコミュニケーションツールとしてはもちろん、今までご存じなかった方との対話のきっかけとなるように、「社会」と「環境」に対するグループのかかわ
りを中心にまとめています。
　今回冊子に載せられなかった項目については、Webページにて公開致します（Ｗｅｂページ追加項目一覧はP49参照）。Ｗｅｂ版の公開は2009年8月を予定しています。
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1917年6月
取締役社長　金子俊治
本社　〒100-8522　東京都千代田区内幸町1-3-1（幸ビル）
110億9,460万円
3,530億円（2008年度）
4,817名（2009年3月現在）
金属、プラスチックとそれらの複合材料を素材とした包装容器の
製造・販売、食品関連機械、包装システムの販売および技術サービス

東洋製罐株式会社　会社概要

①東洋製罐（株）
　（金属缶、PETボトル、プラスチック容器）

東洋製罐グループ　主要8社
総合容器メーカーの東洋製罐グループ
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50 第三者意見書

社会性報告

　コーポレート・ガバナンス
　コンプライアンス
　リスクマネジメント
　情報セキュリティリスク低減への取り組み
　お客さまとのかかわり ～安全・安心を世界へ～
　取引先とのかかわり
　従業員とのかかわり
　社会とのかかわり ～社会から信頼される企業であるために～
　海外通信 TULCの海外事業展開／社外からの評価・表彰

環境報告
　
　環境経営
　ＩＳＯ１４００１統合システムでの運用
　地球温暖化防止のための取り組み
　廃棄物における取り組み
　ＬＣＡへの取り組み
　３Ｒへの取り組み
　環境面からみた物質フロー
　２００８年度 環境活動報告
　２００９年度からの環境目標
　東洋製罐グループ環境目標

⑤日本クラウンコルク（株）
　（金属キャップ、プラスチックキャップ）

②東洋鋼鈑（株）
　（ぶりき、薄板、各種表面処理鋼板、各種機能材料）

⑥東洋食品機械（株）
　（容器製造用機械、缶詰・びん詰め機械）

③東洋ガラス（株）
　（ガラスびん、ガラス関連製品）

⑦東洋エアゾール工業（株）
　（エアゾール製品充填）

④東罐興業（株）
　（紙コップ、プラスチック容器）

⑧東罐マテリアル・テクノロジー（株）
　（ほうろう・各種釉薬、FRP用被覆材、プラスチック用顔料）

ごあいさつ
東洋製罐グループの誕生とあゆみ
包み、はぐくむ。
東洋製罐グループ
社会と環境に容器が果たす役割
東洋製罐グループの環境技術
2008年度 東洋製罐トピックス
特集1　ペットリファインテクノロジー設立
特集2　海外での取り組み
特集3　東洋製罐グループ 事業所から

東洋製罐グループ　２００８年度財務ハイライト

東洋製罐グループ　環境方針




